
新座市北部第二地区とは、中野・大和田・新座・北野の１１町内会・自治会のエリアです 

 新座市北部第二地区地域福祉推進協議会 
（北二福進協）  会長 中森多恵子 

 連絡先 〒352-0006 新座市新座 2-9-23(中森方) 

TEL  070-6527-1840 
FAX 048-479-7816 

     メール kitanifukushinkyo@gmail.com  

※かわらばんのバックナンバーは、「きたにかわらばん」で検索 

  
  

 

 

 

 

 

◆道草くぉーたー 不定期 

9:30 ｽﾍﾟｰｽともに集合  ※雨天中止 

 地域のお散歩マップ作成のために、実際に歩きながら情

報収集します。「きたに案内所」でお散歩の相談承ります 

 ５月３（金）・１５日（水）／６月７（金）・１９日（水） 

 

◆ラジオ体操 毎週月曜日 10:00-11:00 

／新座二丁目ふれあい公園 

５月６・１３・２０・２７日／６月３・１０・１７・２４日 

 

◆遊びの広場 毎月第 4日曜 14:00-16:00 

／東裏公園 ※雨天中止 

危ないからと子どもの行動を制限せずに、障がい 

のある子も共に、子ども達に自由な遊びの場を!!   

 ５月２６日／６月２３日 

 

◆地域ささえあいネット  

毎月第 1 火曜 19:00-

20:30／原則オンライン 

地区内外で活動している
様々な団体が情報交換しま
す 
※希望者は上記メールアド
レスへ申込みしてください 

５月７日「(仮)児童デイサービスどれみ/ファームそ

らの日常と展開」 

ゲスト：児童デイサービスどれみ/ファームそら 

比良 亜希子さん 

６月４日「新座団地名店街の地域での取り組み」 

ゲスト：新座団地名店街会長 長南 博文さん 

★５月、６月は北野ふれあいの家での参加も可能です 

 

 

 

 

 

 

◆きたに案内所・大和田 毎月第 2火曜 

10:00-12:00／大和田公民館 

北二福進協の事業案内、地域ボランティア窓口、 

気軽でオープンな相談活動 

５月１４日／６月１１日 

 

◆きたに案内所 毎週木曜 9:30-15:00 

／「スペースともに」(新座団地前商店会) 

 北二福進協の事業案内、地域ボランティア窓口、 

気軽でオープンな相談活動 

◆まったり木曜 毎週木曜／新座ふれあいの家 

体操(9:30-11:00)とお茶会(9:30-12:00 

※会費 100円・ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾝｸ) 

◆みんなでピンポン 毎週木曜 13:00-17:30 

／新座ふれあいの家・軽体育室（無料） 

５月２・９・１６・２３・３０日 

６月６・１３・２０・２７日 

 

◆北二圏域協議体 毎月第３金曜 13:30-15:30／

北野ふれあいの家 

生活支援コーディネーターが主体で、地域のいろいろな施

設や団体）、市や社協の支援制度の紹介や「お困りごと」の

話し合いをしています 

５月１７日／６月２１日 

 

≪イベント≫ 

◆新座市福祉フェスティバル／新座市役所駐車場 

 ６月２日（日） 

 

 

２０２４年５月  第９７号 

５月・６月の活動予定 ★今号からレイアウトを変更しました。 
開催曜日ごとに掲載しています。ぜひ、ご参加ください！ 



 

 

 

２月に入ると天気予報とにらめっこ。しかし、ずっと雨予報。そのため、予定していた北野第二公園から、北野

ふれあいの家へと会場を移して行いました。 

当日は案の定、朝から寒い雨…それでも、１０時の開場とともに、

多くのお客様が来場され、来場者の年代調査も同時に行いました。小さ

なお子さんから大人まで様々な世代で、１４０人以上の方が来場され、

ボランティアも含め、２００人以上の人が関わりました。 

会場が変更になったことで、目玉の『あそぼうパン』『焼きマシュマロ』

が行えず、室内で『やきびん』『おしるこ』『缶ジュース』『お茶・珈琲・菓子

販売』『野菜直売』を行いました。軽体育室では、どれみ太鼓のパフォー

マンスから始まり、中学生ボランティア主催の『宝さがし』、児童センター主催の『どこでも児童館』での工作、障

害者地域活動センターふらっと主催の『車いす体験』、放課後等デイサービスぽかぽか主催の『工作』『段ボール

迷路』、大黒舞やダンス等があり、身体を使って楽しめるものばかりでした。外は寒い雨模様でしたが、室内はと

ても賑わっていました！ 

 

フェスタでできなかった、炭火を使う体験を３月２４日(日)に北野

第二公園で開催した『遊びの広場』にて行いました。 

ここでも、多くの方が参加され、立教大学のボランティアも一緒に

楽しみました。マッチを使って火をつけるということをやったことが

ない子どもたちが多かったです。火遊びは危険ですが、こういった

体験は大事だなと感じました。マシュマロを焼きすぎるとすぐに真っ黒になってしまいます。子どもたちは、１人

１本、しっかりと割りばしを持ち、火加減を見ながら焼き、トロトロになったマシュマロを美味しそうに食べてい

ました。 

来年はぜひ、『遊ぼうパン』や『焼きマシュマロ』をフェスタで行えると良いなと思いました。 

 

 

 

 障がいのある人たちが地域で共に暮らすことを願う拠点として、

2015 年に新座団地内にオープンした「スペースともに」は、地域

に向けて障がいのある人たちの経験や知識、知恵を発信する「と

もに体験発信事業」や「障がい者地域相談室」などを実施してき

ました。 

 北二福進協では、コロナ禍の公共施設閉鎖により地域のつなが

りが持てなくなったことをきっかけに、この「スペースともに」を

借りて「まったり木曜臨時立ち寄り所」を実施し、コロナ禍の事業

継続を実現することができました。現在は、「まったり木曜臨時立ち寄り所」を「きたに案内所」へと仕切り直し、

地域福祉の拠点として活動しています。 

 4月４日から「スペースともに」は、隣接地に建設した新たな建物に移転しました。障がいのある人や要介護の

高齢者を外すことなく、様々な世代が混在してこそ成り立つ支え合いの実践の場として、きたに案内所の会場

も「新スペースともに」へ変更となります。（４／６に新座市長、社協会長を迎え、オープニングイベントを行ないました） 

遊びの広場

開催しました！


